
 
 
 
○課題１ 加曽利貝塚・千葉氏の一般的な認知度（好意・来訪意向）を高める必要がある。 
○課題２ 学校での郷土教育を充実させるために、教員の「千葉氏」等への認知度を高める必要がある。 
○課題３ 郷土の学習には効果的だとされる博物館への来館者を増やす必要がある。 
○課題４ 分かりやすい講座を実施する必要がある。 
 

 

本市のアイデンティティ醸成につながる 
                   郷土教育等の推進 

課題・背景 

 
○方向性１ 「千葉氏」「加曽利貝塚」等の魅力の掘り起し・魅力向上 

・加曽利貝塚の特別史跡指定（１０月１３日官報告示） 
・史跡及び周辺のグランドデザインを策定、新たな発掘調査研究及び見学会の実施 
・千葉氏に関する史料整理 
・千葉氏フォーラムの開催（６月４日） 
・日本遺産認定に向けた取組み 
 

○方向性２ 学校教育における郷土教育の充実 
・千葉市立小・中・特別支援学校に加え、市立高校２校における「千葉開府の日」についての校内放送による説明（６月１日） 
・市立高校２校で「千葉氏や鎌倉時代」に関する日本史特別授業を実施（9月・10月） 
・下敷き「ちばしのじまん」の小学校３年生への配付（６月）（２８年度は１年生に配付） 
・千葉市の魅力を紹介する絵本の配付（小学校、保育所、幼稚園等） 
・学校給食「千葉氏ゆかりの都市の郷土料理」の実施（継続） 
・教員への郷土教育推進に係る研修の実施及び資料（「特別史跡 加曽利貝塚」）の提供 
・社会科副読本「わたしたちの千葉市」への「千葉市の自慢 加曽利貝塚」のページの増設 
 

 

２９年度の取組内容 （２８年度に実施した事業に加え、新たに実施するもの） 

総合政策局 
教育委員会 

千葉氏フォーラム（6/4） 
（260人来場） 
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本市のアイデンティティ醸成につながる郷土教育等の推進 

○方向性３ 郷土教育の拠点としての博物館の充実及び利用促進 
・夏休み企画展「縄文時代ってどんな時代？」（７月１５日～８月３１日） 
・こども石器づくり教室（７月１７日）、かそりーぬひろば（８月５日） 
・企画展「鎌倉時代の食文化」（５月２５日～６月２５日）、 
 特別展「戦国時代の千葉氏」（１０月３１日～１月１４日） 
・鎌倉時代の大鎧を活用した体験学習の実施（１１月～） 
 

 

○方向性４ 市民の目にとまる情報発信や講座・イベントの拡充 
・加曽利貝塚で縄文春祭りを実施（５月３日～７日） 
・特別史跡指定に伴う広告・ＰＲ活動（懸垂幕、のぼり旗、駅広告、車両ラッピング） 
・加曽利貝塚で指定記念イベントの実施（１１月３日～５日） 
・加曽利貝塚シンポジウムの開催（１１月１８日、若葉文化ホール） 
・歴史講座「戦国時代の千葉と諸勢力」（１１月～１２月）や鎌倉騎馬武者体験（１１月１１日、１２月９日） 
 の実施 
 

 

２９年度の取組内容 （２８年度に実施した事業に加え、新たに実施するもの） 

総合政策局 
教育委員会 

市役所前の懸垂幕 復原住居前に集まった地元の小学生 縄文春祭りでの貝料理提供 
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本市のアイデンティティ醸成につながる郷土教育等の推進 

   
 
 
 

 
 

加曽利貝塚の特別史跡指定について 

総合政策局 
教育委員会 

 本市では、「千葉市らしさ」を形成する４つの地域資源の価値や魅力を高める取組みを進めている。 
 この中で、世界に誇る日本最大級の「加曽利貝塚」について、特別史跡（＊）の指定を目指してきたが、 
平成29年1月に文化庁へ意見具申を行い、国の文化審議会は平成29年6月に文部科学大臣に対し、史跡加
曽利貝塚を特別史跡に指定することを答申した。 
 これを受け、10月13日に官報告示を持って指定された。 
 

＊特別史跡  国が文化財保護法で指定した史跡のうち、学術上の価値が特に高く、わが国の文化の象徴たるもの。 
       特別史跡の指定は平成12年度以来17年ぶりで、貝塚では日本初（また、県内では本件が初の特別史跡）。 

○ 平成２９年度中に行政・企業・市民等が目指すべき姿を共有し、具現化するための方策を 

  加曽利貝塚グランドデザインとして策定する。 

■さらなる価値・魅力の向上への取組 

※「史跡 加曽利貝塚保存活用計画書」（平成２９年１月策定）より 

 

 ○ 縄文文化と貝塚の性格を究明し、調査研究の成果を世界に発信していく拠点 

 ○ 研究成果に基づき、縄文時代の景観と人々の暮らしが体感できる史跡 

 ○ 多くの人が集い、地域交流の中核を担う拠点 

 ○ 人々の長い歴史を学び、自然と調和・共存する持続可能な未来を探る史跡 

史跡 加曽利貝塚の目指すべき姿 

貝のアクセサリーづくり体験 

土器ドキ発掘体験 
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本市のアイデンティティ醸成につながる郷土教育等の推進 

３０年度以降の方針・スケジュール 

（千葉開府900年となる平成38(2026)年を目標年次とする） 

アイデンティティの確立 

都市アイデンティティ戦略プラン(P20～) 

•博物館の機能強化や展示・講座等の充実 

•学校教育における郷土教育の充実 

•市民が知る・学べる機会の充実 

•職員研修の充実 

•4つの地域資源の認知を広げるイベントの充実 

•4つの地域資源とのつながりを創るカルチャーの充実 

第2次千葉市学校教育推進計画(P40) 

•郷土教育の充実 

郷土に誇りと愛着が持てるよう、本市の文化

や歴史、伝統についての郷土教育の推進と

充実を図る 

 

第5次千葉市生涯学習推進計画(P132) 

•加曽利貝塚の国特別史跡指定 

•文化財の保存・活用の推進 

•郷土の理解を深める講座・事業の充実 

都市アイデンティティ戦略プラン 
平成28(2016)年～平成38(2026)年 

第2次千葉市学校教育推進計画 
第5次千葉市生涯学習推進計画 
平成28(2016)年～平成33(2021)年 

総合政策局 
教育委員会 
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